
 



星つむぎの村の理念 「すべての人に星空を」 

星空は、地球上の全生命にとっての共有の風景です。誰の上にも星空が輝きます。 

その星と星の間にある、深淵な宇宙は、すべての生命のふるさとです。 

見上げた星のその向こうには、同じ星を見上げている人がきっといます。 

時空を超えて人と人をつなぐ、そんな力が星にはあるような気がします。 

星空の下で「つどい」、星につながるモノやコトを「つくり」、 

星の魅力を「つたえ」、多くの人と「つながり」、 

そしてホンモノの星をなかなか見られない人にも、星空を「届ける」。 

そうしてともに幸せをつくろう。 

そんな願いをもった人たちの集まりが「星つむぎの村」です。 
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１－１．プラネタリウム 

①病院がプラネタリウム（施設・団体） 

②病院がプラネタリウム（在宅の方） 

 ③キャリングプラネタリウム 
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※会計年度は、2020 年 5 月 1日～2021 年 4 月 30日となっていますが、事業の活動詳細は、2020 年 4 月 1日～2021 年

3 月 31 日になっています。 
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★共同代表あいさつ 

星つむぎの村は、法人化して 4 周年を迎えました。前身の山梨県立科学館のボランティアグループ「星の語り部」

（2004年～）の時代から考えれば、17年の歳月が流れています。「病院がプラネタリウム」は、2014年から始

め、8年目に入っています。 

2020年度は、世界全体が新型コロナウィルス感染症に翻弄された年でした。人と直接会えない、集まれない、

外出できない、という状況の中、実は、これまでも外出困難だった長期療養中の子どもたちやその家族から、私たち

は、さまざまな知恵を与えられたときでもありました。星つむぎの村では、2018 年から「フライングプラネタリウム」という、

直接出向かずとも、プラネタリウムを実現する方法を実施してきました。 それは、余命わずかな方や、在宅の方に、

どのように星を届けられるか？について考える機会を与えられたおかげです。 そして、ほぼすべての出張がなくなった

状況になっても、あわてずに、フライングプラネタリウムで活動を続けることができました。 病院、施設、個人からの依

頼は必ずうけ、これまでイベントなどで呼ばれていたものがほぼなくなった代わりに、自主的に行うライブ配信も行いま

した。 

 世の中全体のオンライン化が進んだおかげで、直接会えない代わりに遠く離れた人と会える頻度は各段に増し、

一人ひとりの間の距離が近くなったと思えることもたくさんありました。 村人同志の交流の機会や、協力して行う活

動も増え、星の寺子屋のように、インクルーシブな子どもたちの学びの場は、どんどん、その楽しさや必要性を増してい

ます。 

 また、９月には、「すべての人に星空を―「病院がプラネタリウム」の風景」（新日本出版）を、上梓することがで

きました。 「病院がプラネタリウム」で出会ったさまざまな方々の生きざまのエピソード集です。 この本をきっかけに、

病気や障害とともに生きる子どもたちやその家族の存在を知っていただき、「星が人をつなぐ」活動がますます広がっ

ていくことを願っています。 この１年の間に、私たちの活動を大きく支えてくださっていた人が、お星さまになるという経

験もある中、私たちの活動は、これまで出会ってきたあらゆる方たちとの関係性の中に成り立ち、また、姿は見えなく

とも、言葉どおり、星となって見守ってくださっている仲間によっても、大きく支えられていることを実感する日々です。 

 「すべての人に星空を」 というキャッチコピーの下、およそ 170名の村人と呼ばれる仲間とともに、境界線のない

社会を目指す存在になるべく、一歩一歩進んでいきたいと思っています。 

2021年 6月 

一般社団法人 星つむぎの村 

代表理事  跡部浩一・高橋真理子 
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★Topic１

離れていることが人を近づける~フライングプラネタリウム~ 

病気や障害、環境によって、本物の星空をなかなか見

ることができない方に、移動式ドームや天井投影により星

空や宇宙をお届けする「病院がプラネタリウム」は、2020

年 2 月までで、およそ 25,000 人の方たちに体験しても

らってきましたが、新型コロナウィルス感染症の影響で、3

月以降、「出張」ができなくなりました。 

その「出張」に代わって、2018 年から始めていた「フラ

イングプラネリウム」が一気に必要とされるものとなりました。

機材だけを送り、ライブ配信、もしくは事前収録した映像

で楽しんでいただく方法です。 その結果、コロナ禍でも、

のべ 74 の病院や施設や団体さん、13 ヶ所の在宅家庭

へ、合計 313 回の投影でおよそ 5,000 人のみなさんと

星空を見上げました。また、一般公開のライブ配信は 23

回、動画配信は 16 種で、それらの再生回数は

25,000 回におよびます。 

人と人が直接会えなかったこの時期に出逢えた多くの

みなさんの中で、素敵な感想をいただいたいくつかの施設

をご紹介し、オンラインならではの取り組みについてもご紹

介します。 

 

★5月 15日 九州がんセンター 

コロナ禍となり多くの制限がかかる小児科で、いち早く

実施してくだったのが、九州がんセンター小児科でした。心

理士の白石さんからレポートをいただきました。 

―――― 

2018 年 1月に移動プラネタリウムのドームを持ってき

てくださった日もとても楽しかったのを記憶していますが、今

回のも、どちらも素敵な点がたくさんありました。 

現在、新型コロナウィルス感染予防のため、入院中の

子どもたちはみんな一緒に遊ぶことができません。また、外

泊や面会が禁止となり、普段から制限が多い中、さらに

多くの制限がかかっています。 

今回は、密を避けつつ、子どもたちが楽しく、家族とのつ

ながりも感じられるそんな企画を目指しました。 

当日は、暗幕を窓にはり、リクライニングソファーを設置、

本当に星空を見上げるような雰囲気にしました。それぞれ

の子どもの専用の時間を決め、ひと家族ずつプレイルーム

にはいってもらい、世界で唯一のその子、その家族のため

だけの上映です。子どもたちは自分やきょうだいの名前が

タイトルについていることにわくわくです。天井いっぱいに広

がる星空は感動的でした。上映はライブ配信ですので、

離れている高橋さんから子どもたちの名前を呼び掛けても

らい、その子やきょうだいの星座を教えてもらいました。お

子さんの生まれた日の星空も見せてもらい、お母さんたち

も感極まる場面がありました。おうちでも、幼稚園や学校

がお休みで家にいるきょうだいの子たちも楽しむことができ

ました。 (後半略) 

---------------- 

 後日、体験してくださったみなさまから、温かいメッセージ

をいただきました。「世界で一つだけの語り、優しい声や星

にいやされました。」「銀河までいくと、なんと地球の小さい

ことか！ そのさらに小さな場所で、小さないのちが生まれ

ている・・とても感動的でした。家族も自宅が見ることがで

きてとてもよかったです。」  

 

 

★6 月 8日～12日 熊本再春医療センター 

１週間の間に 16回もの投影が、ライブ配信と動画再

生を組み合わせながら行われました。病院をあげて、多く

のスタッフさんが熱意をもってやってくださいました。ご担当

の保育士さんからは、「久々の明るい話題に、スタッフがみ

んな沸き立ちました」と。さまざまな病棟からいただいた感

想の一部を紹介します。 

＜小児科＞ 

始まる前に名前を呼んでもらうと笑顔が見られました。

天井に星が映し出されると、大きく目を開けてしっかり見つ

めていらっしゃいました。最後に、生まれた日の星空を映し

出してくださったときには、お母さまが目を潤ませていらっし

ゃいました。終了後にお母さまから「普段はあんなにゆっく
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り星なんて見る時間もないから癒されました。この子が生

まれた日の空はあんな感じだったんだなと思うと元気が湧

いてきて、ウルっとしてしまいました。」と感想をいただきまし

た。 

＜重症心身障害者棟＞ 

・普段、長時間集中するのが難しい方も、プラネタリウ

ムは長い時間楽しそうに見られた。 

・緊張することなく、リラックスして、笑顔が見られた。 

＜神経筋疾患病棟＞ 

「わーきれい！」と歓声があがり、「太陽は惑星のお母さ

ん」という言葉に、「えっお母さん？」という驚きの声があが

りました。 

 

また、こちらの保育士さんに紹介してくださった千葉東

病院さんと、同じ時間に同じ体験をしようということで、同

時上映も行いました。オンラインならではの試みとして、同

じ空の下にいることを実感できる時間となりました。 

 

★支援学校にて 

支援学校もまた、熱心に取り組んでくださるところが数

多くありました。奈良養護学校は、訪問先のお宅でもたく

さん実施してくださり、計 14 回のライブ投影をおこないま

した。一人ひとりが、宇宙飛行士になって、惑星を旅しま

した。 またお誕生日の星空も。 「宇宙服をきて、宇宙

を旅している E ちゃんに、「あ！E ちゃんだ！」「かわい

い！」と歓声があがり、高橋さんの声に耳を澄ませたり、

声をあわせたりして、みんなで一緒にいろいろな雰囲気を

味わうことができました」 

鳥取養護学校からは、「一人ひとりの子どもたちの存在

を大切にしている構成にとても感動しました。山梨と鳥取

ととても離れているのに本当に心がつながり、一つになって

いるようでした。何よりも、子どもたちが自分たちの名前や

星座を呼ばれると、照れくさそうに、とても喜んでいたり、星

に手をのばしてじっと見つめていたりと特別な経験をしっか

りと受け止めていたことが幸せでした。」 

（写真は、支援学校のときとは別のものです） 

 
 

★各家庭からの参加 

在宅療養中のお宅にも、コロナ禍は大きな影響を

与えました。多くの方が、外部との接触を絶たなければ

ならなかったのです。そんな中、通所施設や、訪問看

護を行っている団体、当事者団体のみなさんなどに、フ

ライングプラネタリウムを届けました。大勢のみなさんが、

一度に集まって体験する、という場合には、各家庭で

の情報端末を使っていただき、zoom でつなぎ、星つ

むぎの村の村人が、「お名前呼び」や「手遊び」をしてア

イスブレイクタイムを演出しました。離れていても、心が

つながる瞬間でもありました。 

 ★FortuneStars プロジェクト 

 七夕とクリスマスにあわせて、子どもたちの「願い」を集

めて、宇宙に飛ばす試みを行いました。それぞれが行き

たい惑星に旅をして、その願いを、星つむぎの村の村人

が分担して読み、コメントし、一つの動画にしあげました。

ある施設からは、100 個近い「願い」が集まり、みなさ

んが集まって、とても喜んでみてくださったそうです。公開

用となったものは、星つむぎの村 Youtube チャンネル

で、ご覧いただけます。 
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★Topic２ 

共に学ぶ場~星の寺子屋 

 

子どもの権利条約で守られるべき子どもの権利に、 

〇育つ権利：もって生まれた能力を十分に伸ばして

成長できるよう、医療や教育、生活への支援などを受け、

友達と遊んだりすること。 

〇参加する権利：自由に意見を表したり、団体を作

ったりできること。 

があります。新型コロナウイルスの感染拡大により、

子どもたちのこうした権利が脅かされている状況に対し

て、星つむぎの村が取り組んだのが「星の寺子屋」です。

2020 年 5 月から 4 月までの 1 年間で 15 回。延べ

148人の子どもたちが参加しました。 

インクルーシブな学びの場となった星の寺子屋の活

動を紹介します。 

 

★経緯 

2020 年 3 月。新型コロナウィルス感染拡大に伴い

全国の学校が一斉休校になりました。未知のウィルスから

子どもたちを守るためのやむを得ない措置ではありましたが、

あまりに突然の実施だったために、子どもたちを支える手

立てや仕組みが追い付かず、子どもたちは学ぶ権利や活

動する権利を奪われ行き場を失った状態でした。 

星つむぎの村には「ジュニア天文部・星の子クラブ」があ

って、不定期に活動をしていました。そこに参加している小

中学生たちも、みな自宅にいなければならなくなっていま

した。この子どもたちを星の力で支えたい。3 月以降のフラ

イングプラネタリウムや ZOOM での村びと交流などにより、

オンラインコミュニケーションのスキルも高まっていたこともあ

り、5 月から「星の寺子屋」（ZOOM によるオンライン教

室）を開始。休校期間中に 3回実施しました。 

こうした中で、オンラインなら「病児や障害児も参加で

きる」「病院の中の子どもと外の子どもがともに活動するこ

とができる」という可能性に気づきます。2 回目の 5 月

12 日の回には、村人の黒井さんの紹介で、人工呼吸

器をつけたゆりなちゃんが自宅のベッドから参加してくれた

のも、私たちの背中を押してくれました。 

その後、病気や障害の有無に関わらず誰もが楽しく学

んで活動できるインクルーシブな学びの場として「星の寺

子屋」を運営していく方向が定まりました。 

 

★村人の関わり 

病児、障害児、医療的ケア児、そのきょうだい、それ以

外の子どもたち。毎回、みんなが楽しめるような内容を考

え、ゲームをしたり、書いたり作ったり歌ったり。その講師は

村人たち。それぞれの特技や興味を生かして子どもたちに

素敵な時間を提供しています。 

こがちゃん・大澤さん・あゆみちゃんの読み聞かせや言

葉遊びは、季節感や参加している子どもたちの様子から

本を選びます。てしさん・立さんは、工作ネタ。みんなの創

造性が発揮されます。大和さんのイルカの話、チョクさんの

バルーン教室、さっちゃんの英語教室、ゆうこさんのパステ

ルアートなど、様々な活動を子どもたちと楽しんでいます。 

 
 

★バルーンアート 

2021 年 3 月 13 日の回は、チョクさんによる「クラウン

チョクのバルーンアート教室」でした。 

事前に風船とポンプを子どもたちのところに送って準備

万端。毎週のように子どもたちにバルーンを作ってきたチョ

クさんも、初めてのオンラインの教室です。でも、オンライン

のおかげでお互いにマスクをはずして、安心して活動がで

きたことをチョクさんもよろこんでいました。 

この日作ったのは、ハートマークと鬼滅の刀。途中で割

れてしまった子もいたけれど、みんなで楽しく作ることができ

ました。 

10 月から毎月参加してくれていた大学病院に入院し

て白血病と戦っていたさちちゃん。寺子屋が終わった後も、

Youtube を見ながら、次々とバルーンアートを作り同じ

病棟の子どもたちにプレゼントをしたのだと、お母さんからの

メールで教えてもらいました。 

―――― 

今日の寺子屋で作ったバルーンアートが楽しくて早速

今、YouTube で見て作っています。写メはウサギです
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これを作る前にイヌも作りましたが、撮り忘れまして、

すでにお隣の部屋の坊ちゃんにプレゼントしました  

コロナ前までは、クラウンさんが来て、たくさんバルーンア

ートを作っていただいていたのですが、今はボランティアさん

が来られず、お隣の坊ちゃんも風船を欲しがっていたんだ

そうです。CLS さんとも相談していて、バルーンアートが欲

しいお子さんに作ってあげようかとお話しをしているところで

す。誰かの為にお役にたてるなんて、とても幸せな気持ち

です 教えていただいたチョクさんや、風船膨らませ機を

送ってくださった星の寺子屋にもとても感謝です♪ 

 

アドラーの幸せの条件に、共同体感覚と他者貢献があ

ります。自分が役に立っているという感覚。さちちゃんの作

るバルーンは、同じ病棟の友達に笑顔を運び、彼女自身

に幸せをもたらしたのだと思います。星の寺子屋は、子ども

たちにとっての共同体になっているのだと思います。 

（さちちゃんは、4 年半の闘病生活の中で何度も奇

跡を起こしながら 5月にお星さまになりました。） 

 

★子ども同士の交流から 

星の寺子屋は学校なので、休み時間があります。そこ

では、「この本おもしろいよ」とか、「こんなの作ったよ」とか、

子どもたちがみんなに見せたり知らせたりしたいものを自由

に見せ合います。すると、「私も同じのを持ってる」「そのゲ

ームやったことある」と反応する子どもがいます。 

絵本の読み聞かせを聞きながら、鼻の下にえんぴつを

はさんでいる子がいれば、それを見て真似をする子どもが

でてきます。他愛もない交流ではありますが、子どもが本

来の姿を見せる機会になっています。 

休み時間はおやつタイムでもあります。ゲームの結果で

食べられるおやつの数が決まることもあります。それぞれに

食べているおやつを見せ合います。上述のさちちゃんは、

体調が悪くて食欲がなく何も食べていなかったのに、寺子

屋では他の子と一緒におやつを食べていて、お母さんが驚

くという出来事もありました。 

2020 年 5 月から毎回のように参加してくれているゆり

なちゃん（8 歳）は、先天性ミオパチーという病気で呼

吸器が必要、ベッドから起きることができない子どもさんで

す。でも、読み書きをしたり工作をしたりタブレットを使って

ドローンを飛ばしたりと、とてもがんばり屋さん。 

そんなゆりなちゃんを、同級生のあすみちゃんが誘って、

一緒に母の日・父の日カードを作り、地域で行われるマル

シェで売ろうというプロジェクトが生まれたのも寺子屋での

出会いがきっかけでした。 

あすみちゃんは学校の同級生二人もまきこんで、まず

は ZOOM で企画会議。ゆりなちゃんへのインタビューから、

分担できることを考えました。そして、ゆりなちゃんは飾りに

なるビーズに糸を通し、あすみちゃんたちは、その糸をまと

めたり、紙をハート型にくり抜くパンチしたり。当日は、ゆり

なちゃんは分身型ロボット Orihime を使ってマルシェに参

加する予定で、その際のポスターも子どもたちが手作りし

ていたのですが、緊急事態宣言の発出によりマルシェその

ものが中止となってしまいました。 

オンラインだからこそできる子ども同士の交流。場所や

環境の違いを超えて人は心を通わせ、力を合わせること

ができる。星の寺子屋で子どもたちに伝えたいメッセージが

具現化した例です。 

 

 



１．活動詳細
　１－１．プラネタリウム
　星つむぎの村のプラネタリウムには、「病院がプラネタリウム」「キャリングプラネタリウム」「スペシャルプラネタリウム」「講演」が

　あります。それらを行う手法として、直接出向いて行うのが「出張」、直接出向かずに行うのが「フライングプラネタリウム」です。

　これらはすべて、依頼に応じて行っているものですが、2020年度はコロナ禍にあり、多くの依頼が中止・延期となりました。

　そのかわり、オンラインで行える自主企画を増やし、それらを「自主」イベントとしてまとめています。

①病院がプラネタリウム　(施設・団体）

実施日 実施者 会場住所 フライング 出張 投影回数 人数

1 2020/5/1 千葉東病院 千葉県千葉市 ◎ 2 15

2 2020/5/11 千葉東病院 千葉県千葉市 ◎ 1 5

3 2020/5/15 九州がんセンター 福岡県福岡市 ◎ 5 25

4 2020/5/26 名古屋大学附属病院小児科 愛知県名古屋市 ◎ 9 100

5 2020/5/28 多機能型事業所　郷 神奈川県横浜市 〇 1 50

6 2020/6/4 心魂プロジェクトFBページ 〇 1 100

7 2020/6/8 熊本再春医療センター 熊本県合志市 ◎ 16 160

8 2020/6/28 国立甲府病院 山梨県甲府市 ◎ 4 50

9 2020/7/1 東大和療育センター 東京都東大和市 ◎ 2 60

10 2020/7/6 新潟県立がんセンター 新潟県新潟市 ◎ 3 20

11 2020/7/20 京都府立丹波支援学校亀岡分校 京都府亀岡市 ◎ 3 3

12 2020/8/1 北六浦いちい保育園 神奈川県横浜市 ◎ 2 30

13 2020/8/2 といポケット 〇 1 40

14 2020/8/8 難病の子ども全国支援ネットワーク 〇 2 240

15 2020/8/16 あいの風　キッズステーション 東京都練馬区 〇 1 30

16 2020/8/22 音ごはん 東京都板橋区ほか ◎ 2 100

17 2020/8/26 大阪大学附属病院 大阪府吹田市 〇 4 100

18 2020/9/1 国立病院機構千葉東病院 千葉県千葉市 ◎ 5 100

19 2020/9/6 萌カフェ 神奈川県横浜市 〇 1 100

20 2020/9/7 国立甲府病院 山梨県甲府市 ◎ 4 50

21 2020/9/20 しきの会 愛知県小牧市ほか 〇 1 30

22 2020/9/28 奈良県立奈良養護学校 奈良県奈良市 ◎ 14 60

23 2020/9/28 福島病院 福島県須賀川市 ◎ 15 150

24 2020/9/29 山梨県立かえで支援学校 山梨県甲府市 天井 2 25

25 2020/10/2 鳥取県立鳥取養護学校 鳥取県鳥取市 ◎ 3 35

26 2020/10/12 東葛医療福祉センター光陽園 千葉県柏市 ◎ 5 80

27 2020/10/13 山梨県立あけぼの医療センター 山梨県韮崎市 ◎ 15 100

28 2020/10/17 小児脳腫瘍の会 〇 1 50

29 2020/10/21 小規模保育園キコレ 京都府京都市 ◎ 1 20

30 2020/10/29 愛知県立名古屋特別支援学校 愛知県名古屋市 7mドーム 2 50

31 2020/11/5 埼玉療育園 埼玉県寄居町 ◎ 10 80

32 2020/11/8 茨城東病院 茨城県東海村 ◎ 10 100

33 2020/11/11 国立甲府病院 山梨県甲府市 ◎ 4 50

34 2020/11/12 山梨県立あけぼの支援学校 山梨県甲斐市 天井 1 10

35 2020/11/14 気球の会 山梨県甲府市 天井 1 10

36 2020/11/21 ともろうらんど 山梨県南アルプス市 天井 2 50

37 2020/11/23 心魂プロジェクトFB（ゆりな、ユリナースへGO） 〇 1 60

38 2020/11/26 大阪府立光陽支援学校 大阪府大阪市 ◎ 1 20

39 2020/11/27 山梨県立あけぼの支援学校 山梨県甲府市 4mドーム 1 10

40 2020/11/30 名古屋大学附属病院小児科 愛知県名古屋市 ◎ 15 200

41 2020/12/1 千葉東病院 千葉県千葉市 ◎ 5 50

42 2020/12/5 大分医療的ケア児の会ここから 大分県大分市 ◎ 1 30

43 2020/12/5 あきた病院 秋田県由利本荘市 ◎ 10 100

44 2020/12/11 六日市病院 島根県吉賀町 〇 3 70
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45 2020/12/14 兵庫中央病院 兵庫県三田市 ◎ 10 100

46 2020/12/18 山梨県立特別支援学校うぐいすの杜学園 山梨県甲府市 7ｍドーム 1 20

47 2020/12/19 訪問看護ステーション　たんぽぽ 東京都町田市 ◎ 1 10

48 2020/12/22 心魂プロジェクトFB（クリスマススぺ） 〇 1 30

49 2021/1/14 山梨県立あけぼの支援学校 山梨県韮崎市 ◎ 1 10

50 2021/1/17 千葉労災看護学校 〇 1 70

51 2021/1/17 ラ・ファミリエ 愛媛県松山市 〇 1 30

52 2021/1/19 心魂プロジェクトFB（てっちゃん、お絵描きプラネ） 〇 1 25

53 2021/1/25 筑波大学附属病院 茨城県つくば市 ◎ 10 60

54 2021/1/25 神奈川県立平塚養護学校 神奈川県平塚市 ◎ 20 170

55 2021/2/6 心魂プロジェクトFB（星つむぎの歌手話） 〇 1 30

56 2021/2/9 山梨県立ふじざくら支援学校 山梨県富士河口湖町 天井 3 26

57 2021/2/11 全国保育士協議会 〇 1 80

58 2021/2/17 千葉東病院 千葉県千葉市 ◎ 1 10

59 2021/2/24 県立甲府支援学校 山梨県甲府市 天井 3 40

60 2021/2/27 にじいろもびーる 〇 1 10

61 2021/2/28 山梨県音楽療法研究会 山梨県甲府市 天井 1 12

62 2021/2/28 まんまーる 新潟県柏崎市 ◎ 2 30

63 2021/2/28 RDD日本開催事務局 〇 1 1000

64 2021/3/4 国立甲府病院 山梨県甲府市 ◎ 2 40

65 2021/3/7 星くじらのしっぽ 新潟県柏崎市 ◎ 3 20

66 2021/3/9 つつじが埼学園 山梨県甲府市 天井 5 60

67 2021/3/11 県立甲府支援学校 山梨県甲府市 天井 2 15

68 2021/3/15 横浜市東部病院こどもセンター 神奈川県横浜市 ◎ 5 30

69 2021/3/20 多摩みんなでプラネタリウム 東京都多摩市 天井 1 15

70 2021/3/21 心魂プロジェクト（銀河ぐるぐる） 〇 1 30

71 2021/3/22 バンビのぽれぽれ広場 神奈川県相模原市 ◎ 15 159

72 2021/3/24 佐賀整肢学園こども発達医療センター 佐賀県佐賀市 ◎ 4 50

73 2021/3/25 天使のおもちゃ図書館　はばたき 山梨県都留市 天井 3 60

74 2021/3/26 くわの家　ミラフレンズ 山梨県山梨市 天井 1 40

59 15 296 5100

②病院がプラネタリウム（在宅の方）

1 2020/4/10 Fさん 神奈川県 ◎ 1 3

2 2020/4/14 Fさん 東京都 ◎ 1 5

3 2020/4/21 Nさん 東京都 ◎ 1 4

4 2020/4/23 Iさん 愛知県 〇 1 2

5 2020/5/7 Tさん 宮城県 ◎ 1 3

6 2020/6/17 Fさんほか4家族 〇 1 10

7 2020/6/18 Mさん 東京都 ◎ 1 5

8 2020/6/25 Kさん 神奈川県 ◎ 1 4

9 2020/7/26 Sさん 東京都 〇 1 3

10 2020/8/14 Sさん 岡山県 ◎ 1 4

11 2020/10/16 Aさん 愛知県 ◎ 5 3

12 2020/10/20 Kさん 北海道 ◎ 1 3

13 2020/12/10 Tさん 東京都 ◎ 1 3

13 0 17 52

※フライングプラネタリウムの「◎」は、天井投影プロジェクターを貸し出した場合。「〇」は各自宅のパソコンやスマホなどで

　　視聴した場合をあらわしています。
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③キャリングプラネタリウム
実施日 実施者・イベント名 会場住所 フライング 出張 投影回数 人数

1 2020/4/22 練馬区内小学校 〇 1 150

2 2020/5/18 愛知県大府市教育委員会 〇 1 300

3 2020/5/20 愛知県大府市教育委員会 〇 1 200

4 2020/5/21 錦秋幼稚園 〇 1 50

5 2020/5/21 愛知県大府市教育委員会 〇 1 100

6 2020/6/2 ヤンゴン日本人学校 〇 1 10

7 2020/6/4 のんびりプラネタリウム 〇 1 300

8 2020/6/14 TOMODACHIプロジェクト 〇 1 20

9 2020/7/10 打越保育園 神奈川県横浜市 天井 2 50

10 2020/7/22 錦秋幼稚園 東京都多摩市 天井 3 120

11 2020/8/4 ネオオリエンタルリゾート八ヶ岳高原 スクリーン 12 60

12 2020/8/7 NPO法人　栃木おやこ劇場 栃木県栃木市 ◎ 3 100

13 2020/8/9 サイエンスヒルズこまつ 石川県小松市 ドーム 1 60

14 2020/9/12 曽根丘陵公園 山梨県甲府市 スクリーン 1 40

15 2020/10/3 宙フェス 〇 1 300

16 2020/10/9 甲府市立舞鶴小学校 山梨県甲府市 スクリーン 1 70

17 2020/10/14 富士河口湖町立富士豊茂小学校 山梨県富士河口湖町 ７ｍドーム 2 25

18 2020/10/19 三鷹市立第一小学校 長野県川上村 スクリーン 1 120

19 2020/10/20 神戸市内幼稚園 兵庫県神戸市 ◎ 3 100

20 2020/10/24 ライトダウンプレイベント 山梨県甲斐市 スクリーン 3 70

21 2020/10/28 北杜市立泉中学校 山梨県北杜市 ７ｍドーム 5 110

22 2020/10/30 創企舎ソフィ 愛知県名古屋市 スクリーン 1 40

23 2020/11/4 南田中保育園 東京都練馬区 天井 5 120

24 2020/11/7 多摩みんなでプラネタリウム（多摩市オンライン文化祭） 〇 1 400

25 2020/11/10 ヤンゴン日本人学校 〇 1 10

26 2020/11/17 三鷹市立高山小学校 長野県川上村 スクリーン 1 120

27 2020/11/22 山の都ふれあいコンサート 〇 1 2000

28 2020/11/29 東かがわ市図書館 香川県東かがわ市 スクリーン 2 50

29 2020/12/2 峡北理科研究会 山梨県北杜市 ７ｍドーム 1 20

30 2020/12/11 甲府市小中学校PTA連合会 〇 3 200

31 2020/12/12 都留こどもまつり 〇 1 50

32 2020/12/13 おおぶみんなでプラネタリウム 〇 1 2000

33 2020/12/14 大府市内小学校6校 愛知県大府市 スクリーン 10 500

34 2020/12/19 公益財団法人キープ協会 山梨県北杜市 スクリーン 1 20

35 2020/12/24 北杜市立武川中学校 山梨県北杜市 ７ｍドーム 3 80

36 2020/12/28 ネオオリエンタルリゾート八ヶ岳高原 山梨県北杜市 スクリーン 4 20

37 2021/1/11 Now Do 株式会社 〇 1 15

38 2021/1/27 トリニティ専門学校 〇 1 30

39 2021/1/28 島根県立宍道高校 島根県松江市 ◎ 2 50

40 2021/1/29 島根県立吉賀高校 島根県吉賀町 〇 1 10

41 2021/1/31 NPO法人子ども文化コミュニティ 〇 1 150

42 2021/2/2 Now Do 株式会社 〇 1 10

43 2021/2/12 りっこう幼稚園 東京都練馬区 ７ｍドーム 4 150

44 2021/2/13 閖上の記憶 宮城県名取市 ◎ 15 50

45 2021/3/5 本牧めぐみ幼稚園 神奈川県横浜市 天井 1 35

46 2021/3/7 サイエンスヒルズ小松（小松おもいあいフェスタ） ドーム 1 65

47 2021/3/11 白百合幼稚園 新潟県柏崎市 ◎ 3 50

48 2021/3/27 寺尾学童保育 神奈川県横浜市 天井 2 50

49 2021/3/28 はちどりのひとしずくvol.10スペシャル企画 〇 1 300

26 23 116 8950
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④講演・講義

実施日 実施者 会場住所 フライング 出張 投影回数 人数

1 2020/5/9 山梨大学 〇 1 50

2 2020/6/3 日本大学芸術学部 〇 1 50

3 2020/6/16 帝京科学大学 〇 1 80

4 2020/7/24 長野県は宇宙県 長野県佐久市 スクリーン 1 40

5 2020/8/1 星を見上げて平和を想う（三鷹市企画部） 〇 1 200

6 2020/8/2 日本インタープリテーション協会 〇 1 50

7 2020/8/28 山梨大学 〇 1 50

8 2020/9/11 ことぶき勧学院 山梨県甲府市 スクリーン 1 20

9 2020/9/18 ことぶき勧学院 山梨県市川三郷町 スクリーン 1 20

10 2020/10/2 ことぶき勧学院 山梨県都留市 スクリーン 1 30

11 2020/11/2 立教大学 〇 1 30

12 2020/11/20 ことぶき勧学院 山梨県上野原市 スクリーン 1 20

13 2020/12/1 山梨大学医学部 〇 1 120

14 2020/12/20 立教大学 〇 1 30

15 2021/1/7 立教大学 〇 1 30

16 2021/1/9 大川星のソムリエ講座 〇 1 30

16 850

⑤スペシャルプラネタリウム

実施日 イベント名 共演者 投影回数 人数

1 2020/7/25
宙先案内人と行く池田綾子　星の旅

（主催：キープ協会）
池田綾子・長谷川久美子 1 4400

2 2020/8/15 希望の星に祈りを　小林真人ライブ 小林真人 1 900

3 2020/11/1
星空口笛コンサート
（対面・配信）

柴田晶子・長尾・宮本 1 900

4 2021/3/10 ほしぞらとてのひらと　チャリティライブ 覚和歌子・丸尾めぐみ 1 30

4 6230

※１～３は、youtubeの星つむぎの村チャンネルにて、ご覧いただけます。Youtube内で、星つむぎの村、出演者名　で検索。

会場住所

山梨県北杜市

山梨県北杜市

山梨県北杜市

山梨県北杜市

板橋区内5家族へ一斉天井投影 千葉東病院でのフライングプラネタリウム 

「萌カフェ」ではzoomでコミュニケーション 星空口笛コンサート（北杜市） 
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⑥自主企画　　配信プラネタリウム

実施日 タイトル 内容 投影回数 再生回数

1 2020/4/1 全国一斉フライングプラネタリウム　＃3 月と星に見守られて 2 1500

2 2020/4/26 リトルプラネット　vol.12 岩崎けんいちさんの歌とトークと一緒に 1 500

3 2020/4/29 星のポエトリックオペラ 覚・丸尾　リーディングライブとトーク 1 900

4 2020/5/5 全国一斉フライングプラネタリウム　＃4 子ども星空電話相談室 1 1000

5 2020/5/29 星のポエトリックオペラ 覚・丸尾　リーディングライブとトーク 1 136

6 2020/6/13 全国一斉フライングプラネタリウム　＃5 太陽と月と地球と　 1 1700

7 2020/6/21 まゆたまと夜空の散歩 まゆたまの歌とトークと一緒に 1 600

8 2020/6/26 星のポエトリックオペラ 覚・丸尾　リーディングライブとトーク 1 200

9 2020/7/7 全国一斉フライングプラネタリウム　＃6 たなばたと天の川 1 3200

10 2020/8/1 ベガ制作について 「戦場に輝くベガ」の制作について 1 860

11 2020/8/6 全国一斉フライングプラネタリウム　＃7 流れ星の話 1 1000

12 2020/8/23 音ごはん　コラボ 音ごはんの歌と一緒に 1 760

13 2020/8/28 星のポエトリックオペラ 覚・丸尾　リーディングライブとトーク 1 450

14 2020/9/15 全国一斉フライングプラネタリウム　＃8 火星いろいろ 1 1050

15 2020/9/20 「すべての人に星空を」出版記念ライブ 関わった方たちからのメッセージ 1 350

16 2020/9/25 星のポエトリックオペラ 覚・丸尾　リーディングライブとトーク 1 300

17 2020/10/14 全国一斉フライングプラネタリウム　＃9 月をまつ 1 630

18 2020/10/30 星のポエトリックオペラ 覚・丸尾　リーディングライブとトーク 1 300

19 2020/11/15 全国一斉フライングプラネタリウム　＃10 遠くへ行こう 1 500

20 2020/12/23 全国一斉フライングプラネタリウム　＃11 クリスマススペシャル 2 800

21 2020/12/25 星のポエトリックオペラ 覚・丸尾　リーディングライブとトーク 1 30

22 2021/1/22 全国一斉フライングプラネタリウム　＃12 遊星寿々がやってくる 1 480

23 2021/1/29 星のポエトリックオペラ 覚・丸尾　リーディングライブとトーク 1 360

24 2021/2/14 全国一斉フライングプラネタリウム　＃13 星がうまれるところ―さくらちゃんの疑問にこたえます 1 260

25 2021/2/28 月の出ライブ＆支援者限定配信 実天ライブ配信＋活動報告 1 40

26 2021/3/16 全国一斉フライングプラネタリウム　＃14 永田美絵さんとおしゃべり 1 200

28 18106

⑦星の寺子屋

実施日 子ども人数

1 2020/5/3 10

2 2020/5/12 13

3 2020/5/19 15

4 2020/6/20 9

5 2020/7/19 9

6 2020/9/12 12

7 2020/10/3 13

8 2020/11/3 16

9 2020/12/12 14

10 2021/1/16 13

11 2021/2/6 13

12 2021/3/13 13

13 2021/4/3 13

14 2021/4/24 8

171

ライブ配信以外に、動画をつくりyoutubeへ公開したものは23本。その中には「この地球（ほし）の希望」

というタイトルで、寺子屋などに参加している子どもたちが、「地球を語る」映像があります。

この映像は、第75回国際連合対話の天文学セッションにおいて、世界の子どもたちの映像として

一番最初に紹介されました。　

PaleBlueDot/言葉遊び

内容

星座ビンゴ/ドレミの歌/空の絵をかいてみよう

星座ビンゴ/枕草子クイズ

惑星ビンゴ/読み聞かせ・言葉遊び/きらきら星の音さがし 

星座ビンゴ/英語教室～惑星の名前/英語でキラキラ星/言葉遊び

バルーンアート/星座ビンゴ春/読み聞かせ

4月のお誕生会/チリメンモンスター/読み聞かせ

星つむぎの歌手話/みんなの発表会「春みーつけた」/読み聞かせ 

お名前よび/キラキラ星のダンス/かなつなぎ

星座ビンゴ/星のきらめきストラップ

イルカの話/星座ビンゴ/ポップアップカードのプラネタリウム

星つむぎの歌・手話/星座ビンゴ/ペットボトルプラネ

星つむぎの歌手話/星座ビンゴ冬/読み聞かせ/不思議なダブルハート

星座ビンゴ/冬の星空「ダイヤモンドを探そう」/読み聞かせ/英語教室

星つむぎの村youtubeチャンネル

10
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1-2．さまざまな活動 

①星の雑貨屋さん 

長年の夢（？）だった、オンラインショップを開くことが

できました。村人の手作りグッズがどんどん増えています。

出張プラネタリウムで訪ねた場所で、学校の先生た

ちが、たくさんグッズを注文してくださったこともありまし

た。 ベッドの上からでも買い物が楽しめるといいなと

願っています。 

 

 

②星空観望会 

観望会は屋外での実施ではありますが、望遠鏡の接

眼部の接触など、やはり感染対策をとりながらの実施とな

りました。スターラウンド八ヶ岳事業では、個人ツアーがメ

インとなりました。2020年 6月 21日の部分日食では、

甲府駅北口で行いましたが、残念ながら曇ってしまいまし

た。 また今年は、オンラインで、星空中継も何度か行い、

村人が全国あちこちから参加し、「月の出」を見せる配信

も行いました。 

 

 

③手作りワークショップ 

コロナ禍、ワークショップが行えるイベントそのものがほと

んどない状態でしたが、「星空縁日」では、ワークショップを

キット化して販売。お部屋でできるワークとして、大人気で

した。「ペットボトルプラネタリウム」「どこでも宇宙」「スーパ

ーボールロケット」などが、村人の手によってつくられました。 

 

④星クリエイト 

例年、星つむぎの村オリジナルカレンダーの制作をしてい

ます。毎年好評で、今年度からは、「星の雑貨屋さん」で

販売しています。また、オリジナルのアルバム写真絵本も、

まもなく完成予定です。 

⑤復興支援 

2011年の東日本大震災以降、被災地でプラネタリウ

ムや観望会を行ってきました。2017 年以降は毎年、名

取市閖上にいっていましたが、今年度はコロナ禍で、直接

お伺いするのは断念。代わりに、オンラインで、「閖上の記

憶」の丹野祐子さんのお話や交流会（2 月 13 日）、

「大川伝承の会」の鈴木典行さんのお話や交流会（3

月４日）を行いました。 津波でお子さんをなくされたお

二人の声にじっくりと耳を傾けました。 

また、「閖上の記憶」では、フライングプラネリウムとして

3 月 11 日の星空をうつしだすプラネタリウムを上映してい

ただきました。これまでご覧いただいてない方にも、あらため

てご覧いただける機会となりました。さらには、３月 11 日

月の出の配信の様子 
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の追悼の会で、閖上の記憶から、鳩風船が飛ばされるの

にあわせ、星つむぎの村からも、みんなからのメッセージを

添えて、送らせていただきました。直接お会いできなくても、

離れていても、今回は、例年以上につながりを深めること

ができた機会となりました。 

 

⑥村人企画 

村人がプラネタリウムを軸に、それぞれの地域を巻き込

み互いにつながる企画を行っています。「みんなでプラネタ

リウム」発祥の地、愛知県大府市では、12月 13日

（日）夜に、ライブ配信で、大府版スペシャルプラネタリ

ウムを。またその後2日間で、6つの小学校でのプラネタリ

ウムを実現。大変多くの市民と子どもたちに星が届きまし

た。また、東京都多摩市では「多摩みんなでプラネタリウ

ム」が発足。コロナ禍で、集まることはできませんでしたが、

「みんなでつくる多摩市オンライン文化祭」にオリジナルプラ

ネタリウムを出品、他、地域のカフェ、放課後デイなどでも、

プラネタリウムを行いました。さらに、新潟県柏崎市では、

助成金申請をして、天井投影用のプロジェクターを購入。

新潟県内のあちこちで活用できるものとなり、当事者団

体や幼稚園でも、楽しんでいただいています。それぞれの

実行委員会から、詳細な報告書が出ています。 

このような企画が、さらに広がり、閉塞的な社会状況に

少しでも希望をもたらせたらと願います。 

 

 

 

 

 

 

 

                      柏崎の企画にて 

⑦村通信・絵本の森通信 

毎月、満月の日に、「星つむぎの村通信」を発行して

います。多くの村人が執筆・編集に関わっています。 

 さらに、村人からの提案により、10月から「絵本の森通

信」を２カ月に１回発行しています。入院中のお子さん

や家族に届くように・・との思いが込められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧研修 

村人が、それぞれの興味に応じて、活動ができるよう、

いくつかの研修を行っています。コロナ禍、すべてはオンライ

ンで行っています。毎年恒例の合宿はできませんでしたが、

オンラインになったことで、毎月の「無尽」（寄合）含め

20回ほどの村関連zoom会議が開かれました。研修目

的で行っているのは以下です。 

〇病院がプラネタリウム研修会 

期日：４月 18日（土）交流会、4月 19日（日）

研修会、8月 30日（日）研修会 

講師：鳥海直美さん（四天王寺大学教授） 

「病院がプラネタリウム」の活動を、福祉や医療の視点か

ら俯瞰してみたい、と鳥海さんにお願いしてお話いただきま

した。 第三者の立場の価値、共に生きるためには、共に

学ぶ場の必要性など、多くの気づきがありました。また、エ

ピソード記述についても議論を深めました。 

〇宙を語るワークショップ 

期日：10月 25 日（日）、26日（月） 

講師：覚 和歌子さん（詩人・作詞家、星つむぎの村

顧問）、高橋真理子（共同代表） 

昨年好評だった、星や宇宙を語る「ことば」について深める

ワークショップ。2 日目は、特にプラネタリウム解説者向け

のワークショップを行いました。 
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２．感想 

さまざまな場面で心温まる感想をいただきます。ここで

は、出張やフライングプラネタリウムでいただいた言葉の

一部を紹介します。 

 

★入院中の子どもたちから 

・プラネタリウム、とてもすごかったです。人生ではじめてこん

なすごいプラネタリウムをみました。 

・かんどうしました。ありがとうございます。 

・なまえよばれてうれしかった。 

・ぼくにとってプラネタリウムはあまり体験したことがないもの

だったので、こんなに近くでみれてすごかったし、自分のお

とめ座のことも知ることができてとても勉強になりました。 

・たのしかったです。 

・またほしをみたいです。 

 

 

★ご家族から 

・長期入院で家族とはなれ、いろいろと複雑な気持ちで

生活していましたが、上の子たちとも空でつながっている

とあらためて実感し感動しました。さみしさを感じるときに

は、星を眺めすごします。ありがとうございました。 

・生まれてからずっと病院で過ごしていたので、子どもと添

い寝したことがありませんでした。今回星をみるために、

添い寝したら、子どもがすごく喜んで、そのことだけでも胸

がいっぱいでした。 

・入院中にプラネタリウムが見られるとは思いませんでした。

世界で一つだけの優しい声と星にいやされました。 

・息子と２人だけでみることができて、とてもよかったです。 

・銀河までいくとなんと地球の小さいことか！ そのさらに小

さな場所で、小さないのちが生まれている・・とても感動

的でした。家族も自宅で見ることができ、とてもよかったで

す。 

・上映の前とあとで、自分の周りの何かが解決したわけで

はないのに、気分はとてもすっきりして、パワーが沸いてき

ました。すごいですね。最近、気分が滅入る感じが抜け

出せないでいたのですが、びっくりです。優しい語り口にも

癒されました。 

 

★病院や施設のスタッフのみなさんから 

・感謝感謝の２週間でした。「感動しました！」「よかっ

た！」の言葉とともに、笑顔の花がいっぱいでした。 

・「今までみたプラネタリウムで一番よかった」「また見たい」

と次回を楽しみにしている患者さんもいました。 

・投影後、明るくなった部屋で、「高橋さんがここでお話し

ているみたい！」と驚いたような表情のお母さんが何人も

いました。高橋さんの自然な語りは、部屋の空気に溶け

込んでいました。 

 

★支援学校の先生から 

・いつも同じ部屋でビデオをみるときは、すぐにカーテンの隙

間の光によっていってしまうのに、こんなに 30 分ずっと集

中してみていたのははじめてです。 

・手をのばして星をつかもうとする子どもの姿に、すてきだな

あと感動しました。きれいだな、ふれたいなと思うと自然に

行動がみられるんだな、と児童の新しい一面の発見にな

りました。 

・高橋さんの語りと美しい星の世界に、仕事を忘れて泣き

そうになりました。 

・せまってくる火星に生徒の腕が自然にあがったこと、すべ

てが終わった沈黙に生徒が気づいて表情をかえたのが印

象的でした。終わったあと、とてもいい表情をしていました。 

・前日からぐじぐじしていたのに、素敵な体験でニコニコ！

終わってからも笑顔がとまりませんでした。 

 

 



３．決算報告

2020年度決算（2020年5月1日～2021年4月30日）
経常収益 経常費用 事業費 管理費 合計
《公益目的》 11,517,275 旅費・交通費 692,218 9,092 701,310
会費収入 564,000 通信・運搬費 581,352 12,724 594,076
寄付金収入 3,771,888 消耗品費 1,391,184 6,079 1,397,263
助成金収入 4,089,972 備品費 1,796,243 0 1,796,243
非収益事業収入 3,087,472 委託費 1,543,479 0 1,543,479
受取利息・雑収入等 3,943 広告宣伝費 314,593 2,000 316,593
《収益目的》 2,884,230 会議費・交際費等 129,284 10,358 139,642
助成金収入 1,164,028 保険料 57,600 0 57,600
イベント事業収入 932,900 修繕費 11,172 0 11,172
スターラウンド八ヶ岳事業 0 光熱費 73,692 6,807 80,499
販売事業収入 783,030 研修費 0 10,000 10,000
受取利息・雑収入等 4,272 会計事務委託料 0 396,880 396,880
《その他》 2,000,000 報酬 3,328,000 312,000 3,640,000
持続化給付金 2,000,000 賞与 548,572 51,428 600,000
経常収益計 16,401,505 法定福利費・福利厚生費 626,985 58,779 685,764

雑費等 208,459 268,580 477,039
経常収益計 16,401,505 オリジナルグッズ等仕入 785,551 0 785,551
経常費用計 13,233,111 経常費用計 12,088,384 1,144,727 13,233,111
法人税等 71,000
当期正味財産増減額 3,097,394

※星つむぎの村のウェブサイトで決算報告書を公表していますので、そちらもあわせてご覧ください。
https://hoshitsumugi.org/about/

アルリ舎（星つむぎの村の事務所・山梨県北杜市）にて　
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４．ご支援いただいた皆様

１　ご寄付（50音順）※敬称略

あいプラネット 剣持　正明 野本　仁

Alban  Sato 荒神　裕之 蓮實　裕子

板倉陽子 古賀　和子 浜口　正彦

一瀬　美千代 小坂　祐子 林 稔

伊藤　哲也 cozyforest ハルさん

伊藤　紀子 後藤　玲三郎 緋美乃　祐綺

犬飼　岳史 小林　千紘 平原　尚子

井上　成美 小林三郎 平野　恵子

今給黎　辰郎 小峰　久明 pirli

宇佐見　香奈子 五味　信吾 廣瀬　典仁

宇田川　陽子 斎藤　千秋 深澤　和樹

エイトマン 齋藤千秋 藤岡　孝幸

FISソリューションズ　 坂野井和代（駒澤大学） 藤田　康弘・優子

おいっち さだゆうき畑 Fuliang Wings 株式会社

尾家誠子 佐藤　響子 古川奈央（俊カフェ）

大泉江里 佐藤　理恵子 古川綾子

岡安　玲 佐藤　秀則 古谷　孝裕

オカヤマ　アヤコ 佐藤　ひろこ 松下　直美

音ごはん 澤登　綾子 松田　朋春

甲斐　芳英 すー 松村　由利子

加々美　よしのり 添田　博美 松川　裕代

香河　良征 薗頭　幹雄 松本　一直

角井　美穂里 高橋　雅幸 まみ@和歌山

柏木　恵子 高橋　博子 まるちゃん

片桐　好子 高橋　めぐみ 丸田　宜利

金丸　由佳 高野　哲彦 村松　佳

金森富子 武田　星二 森　さおり

叶　久美 田付　美穂子 盛村　政宏

株式会社TTRコンサルティング 寺島　由起 山内　政之

株式会社ヤマフ 遠山 良子 山崎　直子

岸本　由希 トク　ミツ 遊星寿々

奇二　正彦 所　素子 yukapoppo

北島　明 鳥塚　力 吉田しずこ

Qちゃん ドレドレミドレ 吉田　立

口笛 チェリー マツモト 永倉　章子 若林　陽子

熊田　秀夫 成瀬　裕子 渡辺　和美

公文　典子 埜村　和美 　匿名　34名

２　助成金

山梨県やまなしグリーンゾーン構想新しい生活様式機器購入支援金

北杜市心で支えあう事業者応援事業費補助金

TOOTH　FAIRY　チャレンジキッズプロジェクト（日本財団、公益社団法人　日本歯科医師会）

お金をまわそう基金

三菱財団

ドナルド・マクドナルド・ハウス・チャリティーズ・ジャパン

山日YBS厚生文化事業団助成金

文化庁令和2年度文化芸術活動の継続支援事業

15
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５．広報・メディア掲載など 

星つむぎの村の広報活動やメディアにとりあげられ

たものをいくつか紹介します。 

 

★ウェブサイト 

星つむぎの村のサイトを 2020 年３月にリニューアル

https://hoshitsumugi.org 

その後、コロナ禍の状況にあわせ、プラネタリウムのページ

は、「フライングプラネタリウム」がメインにわかるようにさらに

リニューアルしました。 

「イベント情報」「ニュース＆活動報告」「メディア掲載」

「星つむぎの村通信」「絵本の森だより」を、随時更新し

ています。また、星つむぎの村の facebook ページ、病

院がプラネタリウムの facebook ページ、星つむぎの村の

twitter や instagram などでも情報発信しています。 

 

★テレビ・ラジオ 

2020年 3月 10～12日 YBS ラジオ、YBS テレ

ビ、FMFUJI, NHK甲府 「全国一斉フライングプラ

ネタリウム」について 

2020年 11月 14日、21 日 TOKYO FM「東

京プラネタリー☆カフェ」 新刊のこと、病院がプラネタリ

ウムについて、など 

2020年 12月 23日 テレビ朝日 夕方ニュース 

当日行われた「全国一斉フライングプラネタリウム」の、甲

府と南アルプス市、神奈川県からその様子について。 

他、FMFUJI 多数、山梨放送、テレビ山梨など。 

また、2020年 2月 14日に 「ニュースシブ 5時」 

NHK総合テレビ でとりあげられた内容が、NHK 

HUMAN としてダイジェスト版が、youtube や NHK サ

イトで公開。 2019 年 10月に放送された「ラジオ深

夜便」は、2020年 12月に 3回目の再放送。 

 

 

 

★新聞 

2020 年６月７日 聖教新聞 「星をいとしめばきっと

世界は美しい」 

2020 年７月 30 日 山梨日々新聞 「平和への願

い 星空に紡ぐ」 

2020 年８月２日 毎日新聞東京版 「戦時と今、

星がつなぐ」 

2020年９月13日  読売新聞山梨版、９月18

日 山梨日日新聞、10月 13日 北海道新聞（読

書欄）、11月 4日 毎日新聞（Book review） 

新刊「すべての人に星空を」について 

2021年 1月 13日 山梨日日新聞 「星つむぎの

村が「寺子屋」」 

2021年 2月 6日 しんぶん赤旗 「入院中の子らに

届ける 星空の魅力」 

2021年 2月 27日 中日新聞 「あの日見上げた

星空・・山梨の団体、宮城・閖上で再現」 （共同の記

事として他の地方紙などにも） 

★雑誌・ウェブ記事 

2021 年 3 月号 「すべての人に星空を届けたい フラ

イングプラネタリウム」 天文ガイド Astro spot 

2021 年 5 月号  「情熱人列伝」健康 365  

 

★関連著作 

髙橋真理子「人はなぜ星を見上げるのか―星と人をつ

なぐ仕事」（新日本出版）2016年刊 

髙橋真理子「星空を届けたいー出張プラネタリウムはじ

めました！」（ほるぷ出版）2018年刊 

髙橋真理子「すべての人に星空をー「病院がプラネタリウ

ム」の風景」（新日本出版）2020 年刊 

https://hoshitsumugi.org/
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※表紙のデザインは Freepik.com のリソースを使用しました。 

一般社団法人 星つむぎの村 
〒409-1502 
山梨県北杜市大泉町谷戸 6587-2 

TEL 0551-88-9027 
MAIL info@hoshitsumugi.org 
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